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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

東京都町田市金井にある清風園は昭和３９年に開設されて今年で５０周年を迎

える。都内でも２番目に古い施設である。定員は２階フロアー・３階フロアーに

て 110 名。ショートステイ３名、デイサービス、グループホーム、訪問看護ス

テーション、診療所、ヘルパーステーション等複合施設であり、様々な地域のニ

ーズに対応しており、地域交流が盛んな施設である。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

全ての事業をキリスト教の精神に基づいて

行うという基本精神から、清風園では介護保

険制度前から看取りケアの取り組みを行って

きた。取り組み成果を、2007 年度のアクテ

ィブ福祉 in 東京で発表している。 

家族に対して 

・入所時に治療方針確認シート 

・体調不良時に看取りについて再確認・面談 

・家族懇談会での看取りケア説明 

職員に対して 

・定期的なターミナル勉強会 

・ターミナル外部研修の参加 

・偲ぶ会 

・デスカンファレンス 

上記の取り組みは、毎年見直し評価を重ねた

ことで、職員の看取りへの意識やケアも定着

している。しかし、職員の看取り意識が高ま

るにつれ、家族の看取りへの想いを知りたい

 

 という意見が、職員や家族から出てきた。 

施設での看取りケアについて、家族や職員に

考えてもらう機会が必要である。 

  2011年度 2012年度 2013年度 

看取り希望（園） 87% 90% 89% 

死亡退所 21名 16名 22名 

看取り 14名 10名 16名 

要介護度 4.04 4.05 4.10 

 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

 看取りケアを行う過程で生じる家族の心の

葛藤を知ることで、施設での看取りを身近に

感じることができる。また将来清風園の入所

を希望されている地域の人たちにも施設での

看取りがどのようなものかを、選択肢の一つ

として伝えていくことを目的とする。 

職員は「最後まで看取れてよかった」と思

えるように、家族の気持ちを知り支援の方法

を模索することができる。 

 

 



《３．具体的な取り組みの内容》 

 本研究では以下の取り組みを行った。 

家族に対して 

・看取りケアの職員勉強会への参加 

・看取りシンポジウムの実施 

「おくりびと～大切な人を看送ること～」 

内容：①園での看取りを経験した家族からの

体験談（家族 2 組） 

   ②清風園での看取りケアの紹介 

対象者：入居者家族・地域の方・職員・ボラ

ンティア 

⇒終了後、アンケートの実施 

職員に対して 

・センター方式 

・看取りケア意見交換会（特養全職員対象） 

⇒職員の看取りケアに対する気持ちを語る 

 

《４．取り組みの結果と考察》 

家族や地域の看取りへの意識変化 

初めての試みである「看取りシンポジウム」

に参加された家族、地域の方のアンケート結

果からは、看取りケアへの関心度が高い様子

が伺えた。また、施設側と家族側の看取りへ

の想いに若干の差異も認められた。その結果

から、家族や地域の方への看取りケアに関す

る情報提供の場を定期的に設けていくことが

求められていると感じた。今後「どこで看取

りたいか」を選択しなければならない家族に、

施設での看取りを経験した家族が話すシンポ

ジウムは有効である。家族間で意見交換がで

き貴重な体験となった。 

職員の意識変化 

職員は勉強会や研修に参加することで、看

取りケアの知識やケアの方法を知り、実際の

現場で介護課だけでなく、他部署も一丸とな

って看取りケアに取り組むことが出来た。家

族と共に看取りケアを実施する機会も増えた

ことで、意見交換会では「もっとこうしてい

きたい」という前向きな意見が多く聞かれた。

また家族の体験談を聞くことで、職員がよか 

 れと思って行ったケアが、家族に寂しい思い

をさせている場合があることに気付かされ

た。その背景にはパターン化した看取りケア

があった。職員主体のケアではなく家族が主

体となってケアを進めていける支援を行う必

要がある。 

 

《５．まとめ、結論》 

 看取りケアの主体は利用者と家族であり職員

はその両者を支援しなければならない。利用者

本人の希望を伺う機会がまだ少ない。利用者自

身が「最期まで清風園にいたい」と家族や職員

に伝えられるように、現場の職員は日々の関わ

りを見直していく必要がある。また、利用者の

気持ちをどう家族へ伝えていくか課題である。 

 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人

（ご家族）に口頭にて確認をし、本研究発表

以外では使用しないこと、それにより不利益

を被ることはないことを説明し、回答をもっ

て同意を得たこととした。 

 

《７．参考文献》 

 「こうして死ねたら悔いはない」 

   石飛幸三 著 幻冬舎ルネッサンス 

 

《８．提案と発信》 

これからの特養はターミナルケアを行う施

設としての役割を果たしていかなければなら

ない。看取りケアは特別なケアではない。普

段のケア+α（気付きケア）で、その人らしい

最期を迎えることができる。当たり前にいた

存在がある日なくなる淋しさを、家族と分か

ち合える職員が多くなれば、地域と施設の関

係がより深まり、看取りの場所の選択肢の一つ

として施設がさらに選ばれるのではないか。 
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